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「鶴ヶ島市パートナーシップ・ファミリーシップ制度」を導入します

問合先　総務人権推進課庶務人権担当

　
近
年
、性
の
多
様
性
に
つ
い
て
、

社
会
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
も
の
の
、
性
的
少
数
者
へ
の
理

解
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
生
き
づ

ら
さ
や
生
活
の
困
難
さ
を
抱
え
て

い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
　

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
性
的
少
数
者

に
関
す
る
理
解
が
進
み
、
一
人
ひ

と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
、
多
様
な
生
き
方
や
価
値
観
を

認
め
合
い
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す
た
め
、「
鶴
ヶ
島

市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
を
４
月
１
日

か
ら
導
入
し
ま
す
。

市
民
・
事
業
者
へ
の
お
願
い

　
本
制
度
は
、
法
律
上
の
効
果
が

生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
宣
誓
さ
れ
た
方
の
パ
ー
ト
ナ

ー
や
家
族
と
し
て
の
関
係
を
尊
重

し
、
市
と
し
て
尊
重
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
趣
旨
を
十
分
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
本
制
度
利
用
者
が
婚

姻
な
ど
し
て
い
る
方
と
同
じ
様
に

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
生
活
で

き
る
社
会
が
実
現
す
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
給
対
象

　
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

・
令
和
５
年
５
月
７
日
ま
で
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
ま
た
は
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ

り
、
感
染
が
疑
わ
れ
、
そ
の
療
養

の
た
め
仕
事
を
休
ん
だ
方

・
勤
務
先
か
ら
給
与
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
方
で
、
療
養
の

た
め
仕
事
を
休
ん
だ
期
間
の
給
与

な
ど
が
支
給
さ
れ
な
い
方

※
　
給
与
収
入
の
全
部
ま
た
は
一

部
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
間

は
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
で
き
ま

せ
ん
。
な
お
、
そ
の
給
与
収
入

が
、
傷
病
手
当
金
よ
り
少
な
い
と

き
は
、
差
額
を
支
給
し
ま
す

適
用
期
間

　
療
養
の
た
め
連
続
し
て
仕
事
を

休
ん
だ
期
間
の
う
ち
４
日
目
以
降

（
入
院
が
継
続
す
る
場
合
は
、
最

長
１
年
６
か
月
ま
で
）

※
　
適
用
期
間
は
、
令
和
５
年
５

月
７
日
ま
で
で
す

※
　
申
請
期
限
は
、
労
務
に
服
す

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
日
か
ら

２
年
で
す

申
請
方
法

　
事
前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
業
主
の
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国民健康保険

後期高齢者医療保険

新型コロナウイルス感染症にかかる�
保険税・保険料の減免を終了します

問合先　保険年金課保険賦課担当

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

被
保
険
者
な
ど
に
か
か
る
国
民
健

康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
減
免
制
度
は
、
令
和

４
年
度
末
を
も
っ
て
終
了
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
内
容
に
該

当
す
る
場
合
、
減
免
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

　
令
和
４
年
度
末
に
国
民
健
康
保

険
の
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
令
和
４
年
度
相
当
分
の

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
令

和
５
年
４
月
以
後
に
納
期
限
が
到

来
す
る
場
合

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
令
和
４
年
度
末
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
資
格
を
取
得
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
相

当
分
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

に
つ
い
て
、
令
和
５
年
４
月
以
後

に
普
通
徴
収
の
納
期
限
が
到
来
す

る
場
合

新型コロナウイルス感染症にかかる�
傷病手当金の適用期間を5月7日で終了します

問合先　保険年金課保険給付担当

手続き方法
などはこちら

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

制度概要
お互いを人生のパートナーとし、日常生活において、対等
な立場で、相互に責任をもって協力すると約束した、一方
または双方が性的少数者（※）である２人が、市長に対して
パートナーであることを宣誓する制度
対象者
（1）一方または双方が性的少数者であること
（2）成年に達していること
（3）双方が鶴ヶ島市民であること
　		※　3か月以内の転入予定も含む
（4）配偶者がいないこと
（5）他の方とパートナーシップにないこと
（6）お互いが近親者でないこと

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度

制度概要
パートナーシップの宣誓をする方に子どもなどがいる場合、
家族の関係にあることを併せて宣誓することができる制度
対象者
（1）	パートナーシップにある方の一方または双方の子（実子ま

たは養子）を含めた近親者であること
（2）	パートナーシップにある方の一方または双方がファミリ

ーシップ対象の子どもなどと生計が同一であること
※　性的少数者とは
　�自己の性別についての認識が戸籍上の性別と異なる方および
恋愛感情または性的関心の対象となる性別についての指向が
異性のみでない方
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産前産後期間の国民年金保険料免除制度をご存じですか？

問合先　保険年金課保険資格担当

国民健康保険の加入・喪失の届出はお早めに

問合先　保険年金課保険資格担当

住宅の耐震診断・耐震改修に�
補助金を交付　
問合先　都市計画課開発建築担当

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
喪
失

の
際
は
、届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し

て
い
る
方
や
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
を
除
く
74
歳
以
下
の
す

べ
て
の
人
が
、
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
の
届
出

　
会
社
の
健
康
保
険
を
辞
め
た
り

被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
の
届

出
が
必
要
で
す
。
届
出
が
遅
れ
る

と
国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
国
民
健
康
保
険
税
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

①
会
社
の
健
康
保
険
を
喪
失
し
た

証
明
書
　
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド（
個
人
番

号
が
確
認
で
き
る
も
の
、
国
保
加

対
象
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
２
階
建
て
以

下
の
戸
建
住
宅
ま
た
は
兼
用
住
宅

※
　
耐
震
改
修
は
、
耐
震
診
断
に

よ
る
安
全
性
評
価
が
１･

０
未
満

の
建
築
物

補
助
金
額（
予
算
の
範
囲
内
）

【
耐
震
診
断
】
費
用
の
２
分
の
１

で
上
限
５
万
円

入
者
全
員
分
）　
③
運
転
免
許
証
、

旅
券
な
ど（
官
公
署
が
発
行
し
た

顔
写
真
付
き
の
証
明
書
）

喪
失
の
届
出

　
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

り
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き
は
、

国
民
健
康
保
険
の
喪
失
の
届
出
が

必
要
で
す
。
届
出
が
な
い
と
国
民

健
康
保
険
税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
会
社
の
保

険
に
加
入
し
た
後
、
国
民
健
康
保

険
の
保
険
証
で
受
診
し
た
場
合
、

市
で
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

①
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
な
ど

交
付
書
類
　
②
会
社
の
保
険
証

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド（
個
人
番
号
が
確
認

で
き
る
も
の
）　
※
　
①
～
③
と

も
に
国
保
加
入
者
全
員
分

【
耐
震
改
修
】
費
用
の
１
０
０
分

の
23
で
上
限
20
万
円

着
手
前
に
お
問
い
合
わ
せ
を
！

　
補
助
金
の
交
付
に
は
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
の
実
施
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
す
で
に
着
手
さ

れ
た
方
は
補
助
対
象
外
で
す
。

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が

出
産
し
た
際
に
は
、
出
産
前
後
の

一
定
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
将
来

の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
は
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
が
、
付
加
保
険
料

（
４
０
０
円
）は
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
保
険

料
を
前
納
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
期

間
の
保
険
料
は
還
付
と
な
り
ま

す
。

※
「
出
産
」
と
は
、妊
娠
85
日（
４

か
月
）以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す

（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た
方

を
含
み
ま
す
）

対
象
者

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で

出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以

降
の
方

※
　
第
２
号
被
保
険
者（
厚
生
年

金
加
入
者
）は
勤
務
先
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い

免
除
期
間

・
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

・
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間

申
請
窓
口

　
保
険
年
金
課（
市
役
所
１
階
）へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
も
可

能
で
す
。
出
産
予
定
日
の
６
か
月

前
か
ら
申
請
可
能
で
す（
※
１
）。

　
出
産
日
前
に
届
書
を
提
出
す
る

場
合
に
は
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い（
※
２
）。

　
ま
た
、
出
産
後
に
提
出
す
る
場

合
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
被
保

険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合
に

は
、
出
産
日
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
書
類
が
必
要
で
す
。

※
１
　
届
出
用
紙
は
、
日
本
年
金

機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
保
険
年
金
課

窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す

※
２
　
郵
送
の
場
合
は
、
出
産
予

定
日
が
確
認
で
き
る
ペ
ー
ジ
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

日本年金機構
HPはこちら
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「学生納付特例制度」の申請はお済みですか？�

問合先　保険年金課保険資格担当

　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
学
生
や
自
営
業
な
ど

の
方
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
学
生
は
納

付
が
困
難
な
場
合
、
本
人
の
前
年
所

得
が
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
保
険
料

の
納
付
義
務
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
承
認
さ
れ
る
こ
と

で
、
納
付
猶
予
と
な
っ
た
期
間
が
年

金
の
受
給
資
格
期
間（
※
）に
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
将
来

へ
の
大
切
な
備
え
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
納
付
猶
予
と
な
っ
た
期
間
は
将

来
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

が
、猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、

承
認
さ
れ
て
か
ら
10
年
以
内
に
納
付

（
追
納
）す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を

受
け
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
、
３
年
度
目
以
降
は
、
当
時
の
保

険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め

の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
し
た
保
険
料
は
所
得

税
、
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
　
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
納
付
済

期
間
な
ど（
10
年
以
上
）の
こ
と

🆀🆀　2月で20歳になり、納付書が届きましたが未払い
のままです。これから学生納付特例の申請はできます
か？

🅐🅐　学生納付特例は2年1か月までさかのぼって申請す
ることができます。しかし、申請が遅れると、申請日
前に生じた不慮の事故や病気による障害年金を受けら
れなくなる場合がありますので、お早めに手続きをお
願いします。

🆀🆀　学生納付特例は一度申請すれば卒業するまで継続
しますか？

🅐🅐　年度ごとに申請する必要があります。令和4年度
に学生納付特例を承認された方で令和5年度中も在学
予定の方には、日本年金機構から送付されるハガキ形
式の申請書を返送することでも申請ができます。

🆀🆀　学校が変わったときもハガキ形式の申請書で手続
きできますか？

🅐🅐　大学院に進学する場合や短期大学から4年制大学
に編入する場合など学校が変わったときは、ハガキ形
式の申請書では手続きできません。

🆀🆀　学生ではなくなったときはどうなりますか？
🅐🅐　卒業などで学生ではなくなり国民年金に加入して
いる場合、学生納付特例は終了します。また、収入が
なく、国民年金保険料を納めることが難しいときは、
国民年金保険料を免除または猶予する制度があります。
市役所または年金事務所へ申請書を提出してください。
また、郵送による提出もできますのでご利用ください。

🆀🆀　3月で卒業し、4月から勤務先で厚生年金に加入し
ましたが、納付書が届きました。手続きする必要はあ
りますか？

🅐🅐　市役所などへの届出は必要ありません。納付書は
行き違いにより届いたものですので、納付せず破棄し
てください。

🆀🆀　追納の手続きはどのようにすればよいのですか？
🅐🅐　国民年金保険料追納申込書に必要事項を記入し、
年金事務所に申請すると、後日追納用の納付書が届き
ますので、金融機関やコンビニエンスストアなどで納
めてください。
　なお、国民年金保険料追納申込書の取得方法は以下
のいずれかのとおりです。
　・年金事務所へ電話して取り寄せる。
　・	日本年金機構のホームページからダウンロードする。
　・市役所の保険年金課窓口で受け取る。

学生特例の詳細はこちら

対象者

大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、
特別支援学校、専修学校および各種学校（学校教育
法で規定されている修業年限が1年以上の課程）、一
部の海外大学の日本分校に在籍している学生
※　所得が 128 万円＋扶養親族数 ×38 万円＋社会
保険料控除などを計算した額以下である方

申請方法 年度ごとに市役所または年金事務所の窓口で申請書を
提出（郵送による提出も可）

申請に
必要なもの

①本人確認書類（マイナンバーカード、免許証、パス
ポートなど）
※　代理人が来庁する場合は代理人の本人確認書類
（別世帯の代理人の場合は委任状）
②基礎年金番号通知書または年金手帳
③申請年度に有効な学生証（※コピー可）または在学証
明書（原本）　
※　	裏面に有効期限、学年、入学年月日の記載がある
場合には表面と裏面の両方のコピーが必須

④申請書（市役所保険年金課の窓口に設置、または左
記の二次元コードからダウンロードできます）

学生納付
特例

老齢基礎年金 障害・遺族基礎年金

受給資格期間
への算入

年金額への
反映 受給資格期間への算入

○ × ○

【学生納付特例に関するQ＆A】
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「学生納付特例制度」の申請はお済みですか？�

問合先　保険年金課保険資格担当

　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
学
生
や
自
営
業
な
ど

の
方
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
学
生
は
納

付
が
困
難
な
場
合
、
本
人
の
前
年
所

得
が
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
保
険
料

の
納
付
義
務
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
承
認
さ
れ
る
こ
と

で
、
納
付
猶
予
と
な
っ
た
期
間
が
年

金
の
受
給
資
格
期
間（
※
）に
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
将
来

へ
の
大
切
な
備
え
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
納
付
猶
予
と
な
っ
た
期
間
は
将

来
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

が
、猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、

承
認
さ
れ
て
か
ら
10
年
以
内
に
納
付

（
追
納
）す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を

受
け
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
、
３
年
度
目
以
降
は
、
当
時
の
保

険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め

の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
し
た
保
険
料
は
所
得

税
、
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
　
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
納
付
済

期
間
な
ど（
10
年
以
上
）の
こ
と

🆀🆀　2月で20歳になり、納付書が届きましたが未払い
のままです。これから学生納付特例の申請はできます
か？

🅐🅐　学生納付特例は2年1か月までさかのぼって申請す
ることができます。しかし、申請が遅れると、申請日
前に生じた不慮の事故や病気による障害年金を受けら
れなくなる場合がありますので、お早めに手続きをお
願いします。

🆀🆀　学生納付特例は一度申請すれば卒業するまで継続
しますか？

🅐🅐　年度ごとに申請する必要があります。令和4年度
に学生納付特例を承認された方で令和5年度中も在学
予定の方には、日本年金機構から送付されるハガキ形
式の申請書を返送することでも申請ができます。

🆀🆀　学校が変わったときもハガキ形式の申請書で手続
きできますか？

🅐🅐　大学院に進学する場合や短期大学から4年制大学
に編入する場合など学校が変わったときは、ハガキ形
式の申請書では手続きできません。

🆀🆀　学生ではなくなったときはどうなりますか？
🅐🅐　卒業などで学生ではなくなり国民年金に加入して
いる場合、学生納付特例は終了します。また、収入が
なく、国民年金保険料を納めることが難しいときは、
国民年金保険料を免除または猶予する制度があります。
市役所または年金事務所へ申請書を提出してください。
また、郵送による提出もできますのでご利用ください。

🆀🆀　3月で卒業し、4月から勤務先で厚生年金に加入し
ましたが、納付書が届きました。手続きする必要はあ
りますか？

🅐🅐　市役所などへの届出は必要ありません。納付書は
行き違いにより届いたものですので、納付せず破棄し
てください。

🆀🆀　追納の手続きはどのようにすればよいのですか？
🅐🅐　国民年金保険料追納申込書に必要事項を記入し、
年金事務所に申請すると、後日追納用の納付書が届き
ますので、金融機関やコンビニエンスストアなどで納
めてください。
　なお、国民年金保険料追納申込書の取得方法は以下
のいずれかのとおりです。
　・年金事務所へ電話して取り寄せる。
　・	日本年金機構のホームページからダウンロードする。
　・市役所の保険年金課窓口で受け取る。

学生特例の詳細はこちら

対象者

大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、
特別支援学校、専修学校および各種学校（学校教育
法で規定されている修業年限が1年以上の課程）、一
部の海外大学の日本分校に在籍している学生
※　所得が 128 万円＋扶養親族数 ×38 万円＋社会
保険料控除などを計算した額以下である方

申請方法 年度ごとに市役所または年金事務所の窓口で申請書を
提出（郵送による提出も可）

申請に
必要なもの

①本人確認書類（マイナンバーカード、免許証、パス
ポートなど）
※　代理人が来庁する場合は代理人の本人確認書類
（別世帯の代理人の場合は委任状）
②基礎年金番号通知書または年金手帳
③申請年度に有効な学生証（※コピー可）または在学証
明書（原本）　
※　	裏面に有効期限、学年、入学年月日の記載がある
場合には表面と裏面の両方のコピーが必須

④申請書（市役所保険年金課の窓口に設置、または左
記の二次元コードからダウンロードできます）

学生納付
特例

老齢基礎年金 障害・遺族基礎年金

受給資格期間
への算入

年金額への
反映 受給資格期間への算入

○ × ○

【学生納付特例に関するQ＆A】
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市では障害者手当などを支給しています

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

公務員の方の児童手当のご案内

問合先　こども支援課子育て支援担当

　
令
和
５
年
４
月
１
日
付
け
で
公

務
員
に
な
っ
た
方（
独
立
行
政
法

人
に
出
向
し
た
方
を
含
む
）や
公

務
員
を
退
職
し
た
方
は
、
４
月
30

日
㈰
ま
で
に
市
と
勤
務
先
で
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
市
で
の
手
続

き
は
、
こ
ど
も
支
援
課
窓
口
の
ほ

か
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
も
可
能
で
す
。

市
で
の
手
続
き

公
務
員
に
な
っ
た
方

　
受
給
事
由
消
滅
の
届
出
が
必
要

で
す
。

公
務
員
を
退
職
す
る
方

　
児
童
手
当
な
ど
の
受
給
資
格
お

よ
び
児
童
手
当
の
額
に
つ
い
て
の

認
定
請
求
が
必
要
で
す
。
受
給
者

名
義
の
口
座
番
号
な
ど
が
分
か
る

も
の
、
父
母
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の
、
受
給
者
の
保
険
証

（
３
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
場
合
の
み
）を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

勤
務
先
で
の
手
続
き

　
勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

前納がお得です！令和5年度国民年金保険料　

問合先　保険年金課保険資格担当

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
月
額
１
万
６
５
２

０
円
で
す
。
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
は
、
６
か

月
お
よ
び
１
年
前
納
用
も
同
封
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料

を
ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）す
る

と
割
り
引
き
が
適
用
さ
れ
お
得
で

す
。
　

※
　
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
に
よ
る
令
和
５
年
４
月
か
ら

の
前
納
は
、
令
和
５
年
２
月
末
日

で
受
付
を
終
了
し
ま
し
た

　
現
金（
納
付
書
）に
よ
る
２
年
前

納
を
希
望
す
る
方
は
、
年
金
事
務

所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
申
請

書
を
お
送
り
し
ま
す
。
ま
た
、
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日本年金機構
HPはこちら

【納付書での前納の場合】

区分 保険料額 割引額

6か月前納 9万8130円 810円

1年前納 19万4720円 3520円

2年前納 38万7170円 1万4830円

　
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
手
当
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
①
～
③
の
手
当
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
専
用
の
診
断
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

①
特
別
障
害
者
手
当

対
象
　
20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た

は
精
神
の
重
度
の
障
害
に
よ
り
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
が

必
要
な
状
態
に
あ
る
方
。た
だ
し
、

施
設
に
入
所
中
の
方
、
３
か
月
以

上
継
続
し
て
病
院
ま
た
は
診
療
所

に
入
院
し
て
い
る
方
は
、
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　
月
額
２
万
７
９
８
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

②
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
　
20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
、
２
級
の
一
部
、
療
育

手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
方
。
た
だ

し
、
施
設
に
入
所
中
の
方
は
、
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　
月
額
１
万
５
２
２
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象  

20
歳
未
満
で
障
害
の
程
度

が
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１

～
３
級
、
４
級
の
一
部
、
療
育
手

帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１・
２
級
の
一
部
の

障
害
児
を
養
育
し
て
い
る
方
。
た

だ
し
、
障
害
児
が
施
設
入
所
中
の

方
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　
重
度（
手
当
１
級
）月
額

５
万
３
７
０
０
円
、
中
度（
手
当

２
級
）月
額
３
万
５
７
６
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

④
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

対
象
　
65
歳
未
満（
現
在
受
給
中

の
方
は
65
歳
以
上
も
含
む
）で
身

体
障
害
者
手
帳
が
１・
２
級
、
療

育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
お
よ
び
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方（
特

別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
お
よ
び
経
過
措
置
に
よ
る
福
祉

手
当
の
受
給
者
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
者
は
除

き
ま
す
）

手
当
額
　
月
額
５
０
０
０
円
　

※
　
市
県
民
税
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
方
は
、
そ
の
年
の
８
月
分
か
ら

翌
年
の
７
月
分
ま
で
、
手
当
が
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
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春の全国交通安全運動を実施します

問合先　生活環境課交通安全・防犯担当

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け

る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

　
４
月
は
新
生
活
も
始
ま
り
、
何

か
と
あ
わ
た
だ
し
い
時
期
で
す
。

慣
れ
な
い
生
活
の
中
で
時
間
に
追

わ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

焦
り
や
不
安
は
、
事
故
を
引
き
起

こ
す
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

車
や
自
転
車
を
運
転
す
る
際
は
、

心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識

を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

の
被
害
に
遭
い
や
す
い
高
齢
者
や

子
ど
も
た
ち
を
、
事
故
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間

5
月
11
日
㈭
～
20
日
㈯

市
運
動
重
点

歩
行
中
お
よ
び
自
転
車
乗
車
中
の

交
通
安
全
の
推
進

街
頭
指
導

日
時
　
４
月
1
日
㈯
11
時
～

場
所
　
運
動
公
園（
第
39
回
桜
ま

つ
り
会
場
内
）

競争入札参加資格審査申請の�
追加受付のご案内�　

問合先　財政課契約担当

　
令
和
５･

６
年
度
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
付
を

行
い
ま
す
。

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

令
和
５
年
８
月
１
日
～
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で

建
設
工
事
な
ど

受
付
期
間
　
５
月
１
日
㈪
～
19
日

㈮
　

※
　
既
登
録
業
者
の
追
加
申
請
は

５
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮

申
請
方
法
　
関
係
書
類
を
埼
玉
県

総
務
部
入
札
審
査
課
へ
郵
送（
消

印
有
効
）

　
詳
細
は
、
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物
品
・
そ
の
他

受
付
期
間
　
５
月
１
日
㈪
～
31
日

㈬申
請
方
法
　
市
役
所
へ
原
則
郵
送

（
消
印
有
効
）

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

監査委員は市の事務をチェックします�

問合先　監査委員事務局

　
監
査
制
度
の
目
的
は
、
市
の
財

務
会
計
事
務
や
事
務
事
業
の
執
行

が
、
公
正
で
合
理
的
か
つ
効
率
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
監
査

し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
行
財
政
運
営
の
健
全
性

と
透
明
性
を
確
保
し
、
市
民
福
祉

の
増
進
と
市
政
へ
の
信
頼
確
保
に

努
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
く
必
置
機
関
で
、
そ

の
法
定
数
は
原
則
２
人
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
監
査
の
種
類
は
、
監
査
計
画
を

定
め
て
行
う
監
査
と
市
民
の
請

求
、
議
会
や
市
長
の
要
求
な
ど
に

よ
り
行
う
監
査
が
あ
り
ま
す
。

※
　
監
査
結
果
は
、
随
時
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す

種　類 事　務　の　内　容 予　定

例月出納検査 会計管理者の行う出納事務が適正に行われて
いるかを検査します 毎　月

定 例 監 査 各課の財務会計事務を中心として、その執行
が適正に行われているかを監査します 	10～2月

工 事 監 査
定例監査の一環として、請負契約の金額が原
則1000万円以上となる工事の中から監査を実
施します

随　時

財政援助団体など
に対する監査

市が財政的援助を行っている団体または市の
施設の管理運営を委託している指定管理者に
対し、補助金や委託金が適正に使用されてい
るかなどを監査します

10月

決 算 審 査 一般会計および特別会計(国民健康保険特別会
計など)の歳入歳出決算について、審査します 6・7月

基金運用状況審査 決算審査に併せ、定額の資金を運用する基金
について、その運用状況を審査します 6月

財政健全化審査

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
に基づく健全化判断比率（実質赤字比率、連結
実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）
およびその資料が適正に算定されているかを
審査します

8月
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春の全国交通安全運動を実施します

問合先　生活環境課交通安全・防犯担当

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け

る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

　
４
月
は
新
生
活
も
始
ま
り
、
何

か
と
あ
わ
た
だ
し
い
時
期
で
す
。

慣
れ
な
い
生
活
の
中
で
時
間
に
追

わ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

焦
り
や
不
安
は
、
事
故
を
引
き
起

こ
す
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

車
や
自
転
車
を
運
転
す
る
際
は
、

心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識

を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

の
被
害
に
遭
い
や
す
い
高
齢
者
や

子
ど
も
た
ち
を
、
事
故
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間

5
月
11
日
㈭
～
20
日
㈯

市
運
動
重
点

歩
行
中
お
よ
び
自
転
車
乗
車
中
の

交
通
安
全
の
推
進

街
頭
指
導

日
時
　
４
月
1
日
㈯
11
時
～

場
所
　
運
動
公
園（
第
39
回
桜
ま

つ
り
会
場
内
）
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令
和
５･

６
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競
争
入
札
参

加
資
格
審
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申
請
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追
加
受
付
を

行
い
ま
す
。

入
札
参
加
資
格
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有
効
期
間

令
和
５
年
８
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１
日
～
令
和
７
年

３
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31
日
ま
で

建
設
工
事
な
ど

受
付
期
間
　
５
月
１
日
㈪
～
19
日

㈮
　

※
　
既
登
録
業
者
の
追
加
申
請
は

５
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮

申
請
方
法
　
関
係
書
類
を
埼
玉
県

総
務
部
入
札
審
査
課
へ
郵
送（
消

印
有
効
）

　
詳
細
は
、
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
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だ
さ
い
。
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品
・
そ
の
他

受
付
期
間
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月
１
日
㈪
～
31
日

㈬申
請
方
法
　
市
役
所
へ
原
則
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送

（
消
印
有
効
）

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

監査委員は市の事務をチェックします�

問合先　監査委員事務局

　
監
査
制
度
の
目
的
は
、
市
の
財

務
会
計
事
務
や
事
務
事
業
の
執
行

が
、
公
正
で
合
理
的
か
つ
効
率
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
監
査

し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
行
財
政
運
営
の
健
全
性

と
透
明
性
を
確
保
し
、
市
民
福
祉

の
増
進
と
市
政
へ
の
信
頼
確
保
に

努
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
く
必
置
機
関
で
、
そ

の
法
定
数
は
原
則
２
人
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
監
査
の
種
類
は
、
監
査
計
画
を

定
め
て
行
う
監
査
と
市
民
の
請

求
、
議
会
や
市
長
の
要
求
な
ど
に

よ
り
行
う
監
査
が
あ
り
ま
す
。

※
　
監
査
結
果
は
、
随
時
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す

種　類 事　務　の　内　容 予　定

例月出納検査 会計管理者の行う出納事務が適正に行われて
いるかを検査します 毎　月

定 例 監 査 各課の財務会計事務を中心として、その執行
が適正に行われているかを監査します 	10～2月

工 事 監 査
定例監査の一環として、請負契約の金額が原
則1000万円以上となる工事の中から監査を実
施します

随　時

財政援助団体など
に対する監査

市が財政的援助を行っている団体または市の
施設の管理運営を委託している指定管理者に
対し、補助金や委託金が適正に使用されてい
るかなどを監査します

10月

決 算 審 査 一般会計および特別会計(国民健康保険特別会
計など)の歳入歳出決算について、審査します 6・7月

基金運用状況審査 決算審査に併せ、定額の資金を運用する基金
について、その運用状況を審査します 6月

財政健全化審査

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
に基づく健全化判断比率（実質赤字比率、連結
実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）
およびその資料が適正に算定されているかを
審査します

8月
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4月は「若年層の性暴力被害予防月間」です

問合先　女性センター☎︎287・4755

　
４
月
は
進
学
・
就
職
な
ど
で
若

年
層
の
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ

り
、
被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
が
高
ま

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
性
犯

罪
・
性
暴
力
の
被
害
に
遭
っ
た
場

合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
専
門
の

機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
被

害
の
自
覚
が
な
い
こ
と
も
あ
る
た

め
、
身
近
な
人
が
被
害
に
遭
っ
て

い
る
と
感
じ
た
ら
相
談
を
勧
め
て

く
だ
さ
い
。
性
暴
力
の
情
報
を
社

会
全
体
で
共
有
し
て
、
性
暴
力
を

な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

巧
妙
な
性
暴
力
の
手
口
に
注
意

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
性
被
害

　
自
撮
り
画
像
を
勝
手
に
掲
載
さ

れ
る
、
な
り
す
ま
し
た
相
手
か
ら

性
暴
力
を
受
け
る
と
い
っ
た
被
害

が
生
じ
て
い
ま
す
。

・
レ
イ
プ
ド
ラ
ッ
グ

　
飲
料
な
ど
に
混
入
さ
せ
て
、
相

手
の
意
識
や
抵
抗
力
を
奪
っ
た
う

え
で
性
暴
力
を
は
た
ら
く
こ
と
を

目
的
と
す
る
薬
物
の
総
称
で
す
。

・
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス

　
女
子
高
校
生
に
よ
る
「
散
歩
」

や
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
売
り
物
と
す
る
営
業
で

す
。
手
軽
な
ア
ル
バ
イ
ト
感
覚
で

働
か
せ
よ
う
と
し
ま
す
が
、
児
童

買
春
な
ど
の
性
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
ケ
ー
ス
も
生
じ
て
い
ま
す
。

・
Ａ
Ｖ（
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
）出
演

強
要

　
モ
デ
ル
な
ど
の
ス
カ
ウ
ト
を
装

い
、
Ａ
Ｖ
出
演
や
性
的
行
為
を
強

要
さ
れ
る
被
害
が
生
じ
て
い
ま

す
。

「
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
防
止
・
救
済
法
」

に
つ
い
て

　「
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
防
止
・
救
済

法
」
は
、
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
の
防
止

を
図
り
、
被
害
者
の
救
済
に
資
す

る
た
め
、
性
別
・
年
齢
を
問
わ
ず
、

出
演
契
約
を
無
力
化
す
る
ル
ー
ル

な
ど
を
設
け
た
も
の
で
す
。
性
的

な
撮
影
の
被
害
は
深
刻
な
人
権
侵

害
で
す
。
少
し
で
も
お
か
し
い
と

感
じ
た
ら
絶
対
に
サ
イ
ン
を
し
な

い
、
サ
イ
ン
し
て
し
ま
っ
て
も
あ

き
ら
め
ず
、
次
の
相
談
先
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

内
閣
府
関
連
ペ
ー
ジ

警
察
相
談
専
用
窓
口

「
＃
９
１
１
０
」

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

「
＃
８
８
９
１
」

性
暴
力
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

C

キ
ュ
ア

ure T

タ
イ
ム

im
e

（
チ
ャ

ッ
ト・メ
ー
ル
相
談
。

外
国
語
あ
り
）

まちづくりポイントの交換内容を
一部変更します

問合先　地域活動推進課地域活動推進担当

新しい民生委員・児童委員を
紹介します
問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
主
催
事
業

や
市
と
の
協
働
事
業
に
参
加
し
た

場
合
に
発
行
し
、
ま
ち
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
ク
ー
ポ
ン
券
や
あ
り
が
と

う
券
、
つ
る
ゴ
ン
グ
ッ
ズ
な
ど
の

商
品
と
交
換
し
た
り
、
市
民
活
動

団
体
へ
寄
附
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る「
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
」

の
交
換
内
容
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
す
。

つ
る
ゴ
ン
タ
オ
ル
セ
ッ
ト
の
交
換

を
終
了
し
ま
す

　
つ
る
ゴ
ン
タ
オ
ル
セ
ッ
ト

（
４
１
０
ポ
イ
ン
ト
）は
、
事
業
者

の
商
品
取
扱
中
止
に
よ
り
、
在
庫

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

※
　
つ
る
ゴ
ン
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

　
４
月
１
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
た
新
し
い
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

担
当
区
域
・
氏
名

脚
折
第
一
・
岩い
わ
谷や

文ふ
み
洋ひ
ろ
さ
ん

中
新
田
一
区
、
二
区
・
涌わ
く
井い

保や
す
男お

さ
ん

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
活

動
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
担
当
区
域
の
見
守
り
や
、

地
域
住
民
の
方
が
抱
え
る
問
題
に

（
３
６
０
ポ
イ
ン
ト
）は
引
き
続
き

交
換
可
能
で
す

市
民
活
動
団
体
へ
の
寄
附（
下
限

額
）が
変
わ
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
10
ポ
イ
ン
ト
か
ら

寄
附
が
可
能
で
し
た
が
、
４
月
１

日
か
ら
は
、
２
０
０
ポ
イ
ン
ト
以

上
で
寄
附
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

つ
い
て
身
近
な
「
相
談
相
手
」
と

な
り
、
内
容
に
応
じ
て
適
切
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
行
政
や
専

門
機
関
へ
つ
な
ぐ
「
パ
イ
プ
役
」

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
は
、
児
童
福

祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳細はこちら

つるゴンタオルセット

Information　鶴ヶ島市役所　☎ 049・271・1111
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お知らせ
マイナンバーカード関係の
一部手続きができません

システム更改作業のため、4月29日
(祝)から5月7日(日)までマイナン
バーカード関係の一部手続きがで
きません。また、4月29日は、祝日
のため、土曜開庁は行いません。
できない手続き　転入・転居にお
けるマイナンバーカードの住所変
更、マイナンバーカードのパスワー
ドのロック解除、一時停止解除な
どの手続きができません。詳細は
ホームページで確認してください。
問　市民課住民記録担当

手話通訳者派遣受付を休みます

5月3日（祝）～7日（日）は、手話通訳
者派遣事業の受付を休みます（緊急
の場合を除く）。この間に通訳の派
遣を希望する方は、4月21日（金）ま
でにお申し込みください。
問	申　社会福祉協議会☎271・62
785271・6277

市役所朝市の開催

市内で採れた新鮮な農産物を、農
家が軽トラックに積み込んで直接
販売します。
日　4月8日（土）9時～10時30分
場　市役所来庁者用駐車場
持　エコバック　　他　小雨決行
問　産業振興課農政担当

つるバス・つるワゴン特別乗車証の交付

つるバス・つるワゴン特別乗車証（高齢者・障害者）を交付します。新たに交
付を希望される方は下記により申請をしてください。即日交付できます。
※　すでに乗車証をお持ちの方は、お手持ちの乗車証がそのまま利用できます
対　①高齢者：市内在住で70歳以上の方　②障害者：身体障害者手帳、療
育手帳、精神障害者保健福祉手帳の所持者　③難病の方

○…受付可　　╳…受付不可

※1　若葉駅前出張所では、木曜日のみ9時～21時まで受付
持　①免許証、保険証など　②障害者手帳　③受給者証
問　①健康長寿課高齢者福祉担当、②③障害者福祉課障害者福祉担当

グリーンパーク多目的広場の使用に料金が必要となります

多目的広場への防球ネットなどの設備整備に伴い、令和5年7月に使用する
分から、他の公共施設と同様に使用料が必要となります。
使用料　「多目的広場1」1時間750円	/	「多目的広場2」1時間750円
※　貸し出しは2時間単位です
※　児童・生徒・高齢者などの団体には、使用料の減額、免除の制度を適用
します
利用できる団体
構成員が10人以上であり、半数以上が市内に在住、在勤、在学している団体
問　生涯学習スポーツ課市民スポーツ担当

生活に困っている方への相談窓口

生活困窮者に対する自立相談支援
市内に住む生活上の困難に直面している方が、自立した生活を営めるよう
に、一人ひとりの状況に応じた自立相談支援を行っています。
問　生活サポートセンター（市役所6階社会福祉協議会内）☎277・4116
生活保護制度とは
病気や事故、その他の理由で、収入がなかったり少なかったとき、最低限度
の生活ができるように、国の基準に基づいて生活費や医療費などを援助する
制度です。さらに、それらの人びとが一日も早く自立して生活できるよう支
援するのが目的です。
問　福祉政策課保護担当

Infor-
mation

受付場所 受付時間 月 火～金 土 日・祝日
市役所
　障害者福祉課（1階）
　健康長寿課（2階）

8時30分～
17時15分 ○ ○ ╳ ╳

若葉駅前出張所 9時～
17時30分 ○ ○

※1 ╳ ╳

各市民センター 9時～
17時15分 ╳ ○ ○ ╳


